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～感動の卒業式～　３５名の旅立ち

１学年通潤魂（総合的な探究の時間）報告会

石橋石工研修

　３月１日、卒業式が挙行され、保護者や教職員に見
守られ、通い慣れた学び舎を35名の卒業生が巣立って
いきました。式では緒方校長より「失敗を恐れずどん
どん挑戦しよう。多様な価値観に触れ視野を広げよう。
そのような時代だからこそ、一日一日を大切にたくま
しく生きぬいてほしい」との式辞がありました。また、
在校生を代表して生徒会長の高山夢都さんが「矢部高
校で培った経験と仲間との絆はきっと先輩方の支えに
なるでしょう。どうか、自分の可能性を信じ一歩ずつ
力強く前へと進んでください」と送辞を述べました。
その後、卒業生代表の佐伯ふみさんが「これからは大
きな壁にぶつかる時もあるかと思いますが、高校生活
で仲間と共に得たこと、先生方からいただいた言葉を
思い出して乗り越えていきたい」と答辞を述べました。

農産物販売会　4月 23日（水）本校農場
　10時～ 12時、14時～ 15時。多くの方々のご来場をお待ちしております。

　１学年通潤魂（総合的な探究の時間）報告
会を実施しました。当日は山都町教育長井手
文雄様、山の都創造課の皆様にもお越しいた
だき、「食× SDGｓをテーマにした山都町の
食の魅力発信」について班ごとに動画を作製
し、発表を行いました。発表はコンテスト形
式で行われ、普通科増本さん、食農科学科西
山さん発表の地元アイスクリーム店を取材し
た「SWEETS　TRABELER」がみごと１位を
獲得しました。

　林業科学科では「石橋」の歴史と文化、施工技
術を学び、進路選択として建築や土木、石工を志
す人材の育成を目的に、ものづくりマイスターの
派遣による実技指導『継承肥後の石工』を毎年実
施しています。地元の尾上建設さんや、ものづく
りマイスターの山下さん、藤原さんのご指導の下、
模型、支保工を使った組み立て、要石の作製を行
いました。最終日には18名それぞれが苦労して
削った要石を中心部分にはめ込み、頑丈かつ強固
な石橋が完成しました。これからも、この技術を
後世に継承していけるよう頑張っていきます。

　　  「菌ちゃん先生野菜づくり講演会」を開催しました！

　　  「山都まるごとカレーキャンペーン」表彰式を開催しました！

　２月 26日、千寿苑と清和山村基幹集落センターにおいて、「菌ちゃん先生野菜づくり講演会」を開催し、
170名を超える方に来場いただきました。講師の菌ちゃん先生こと吉田俊道先生は、長崎県佐世保市を
拠点に農薬や化学肥料を使わない自然の力を生かした農業を実践する傍ら、「大地といのちの会」の代
表として生ごみを発酵させて元気野菜を作り、全国各地を講演で回られています。本町での講演におい
ても、野菜や堆肥づくりを中心に「発酵と腐敗の世界」「木や竹を活用した糸状菌と共生する堆肥づくり」
「旬の野菜を食べて免疫力アップ」などユーモアを交えながら熱く語っていただきました。参加者からは、
「非常にためになり、早速家の畑で実践したい」という感想が聞かれました。

　２月 27日、中央公民館において「山都まるごとカレー
キャンペーン」表彰式を開催しました。これは、食のブ
ランド化事業の一環として開発していただいた「山都ま
るごとカレー」について、キャンペーン期間中にインス
タグラムでの投稿が多かった事業者に対し、表彰を行っ
たものです。今回、優勝された「ゆずの木 ねむの木 み
ずたまの木」の小坂寛代表は「カレーにチャレンジする
きっかけとなり、ありがたかった」と語られました。また、
アドバイザーであるホテル日航熊本中野省吾総料理長か
らは「各店舗の個性が溢れていた。カレーもこれだけ広
がりがあるということを再認識し次の可能性もあるので
はないか」と激励のコメントをいただきました。

山都町 SDGs2030 年基本目標
　「山都町 SDGs2030 年基本目標」に掲げている 10個の目標をひとつずつ紹介していきます。
【Goal ３】資源を大切に活用できるまちになる
⑨ごみのリサイクル利用など資源を大切にするまちをつくる
～私たちができる SDGs ～どれだけ出来ているかチェックしてみよう♪
□生ごみの処分にはごみ袋ではなく、コンポストを使う。
□リユースやアップサイクルを楽しむ。□壊れても修理して大切に使い続ける。

食農科学科　藤原さん

林業科学科　本田さん

在校生代表送辞　高山さん

普通科進学類型　野田さん

普通科ビジネス類型　西田さん

前列右から二人目が
「ゆずの木 ねむの木 みずたまの木」小坂代表

菌ちゃん先生の話を熱心に聞く参加者（左：千寿苑、右：清和山村基幹集落センター）

３年間皆勤賞
食農科学科
　大濵 志織さん（清和）・西本 裕徳さん（矢部）
　藤永 莉瑚さん（清和）・本田 雪乃さん（矢部）
林業科学科
　清原　 健さん（矢部）・佐伯 ふみさん（五ヶ瀬）
普通科　ビジネス類型　 石原 日菜さん（矢部）
普通科　進学類型　　　 豊田　 岳さん（矢部）
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